


















今回の調査は「妊娠の異常発現予知と対策に関する研究」の「流産・死産に対する実態調

査と対策に関する研究」班において「流・死産の疫学的研究」を行うものである。

流産の実態調査についてはこれまで報告が散在するが流産の頻度については母数がほとん

どの報告で該当施設での分娩数+流産数となっている。従って,真の流産率を求めるのは困

難である。今回の研究では全ての妊娠の帰結がどうなるのかを探り,全妊娠当たりの流産

数を求めることにより真に近い流産率を求めようとするものである。


